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Plastic Torsion Tests with Mild Steel Shafts 













































D=2ゆ.00mm， 16.00皿 .e=50.00 mm. 
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表 2 機械的性質
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荷重を増すようにした.負荷終了はひずみ硬 図 2 T - 8図
イじが明らかに認められる時とした.次に試験
片の一部を切り取り，エッチングを施してひ
ずみ模様を検出した (9) また一部のま式験片 40 
は断面の降伏域の発達状態を観察するため適 T 
当な荷重段階で除荷し同様の処置を施した.






2~5 のような摂りモーメント (T) ー涙れ







































A B c 図どの見方
図 4' 横孔を含む車由表面，縦断面及び横孔の内部表面のひずみ模様



























kgml d=8 D=20 
図 5 T - 1 図
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にあることが解る(図 4' ，③ A，B.C). 一万図 2~5 の実験

























D I T i Tth 1m Im* I 0 0出
1 ， i nn I Ttll./T' 1， ~~~ i 帥
Ikgm 1 kgm 1 rn; L 1 deg/50凹 Id巴g/50mm
20 141田 141.471 0.99 1 0蜘 0.927
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